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要旨 
本研究は、デジタル広報、特に X(Twitter)の投稿を元に、日本全国に存在する公設私小売 

市場に集客に効果的なキーワードを探ることを主な目的としている。事例として、本稿では

秋田市民市場の広報用 X アカウント投稿内容と利用者の同市場への印象となる Google 
Maps への投稿コメントの 2 つの要素からデータを抽出、利用する。これら 2 要素のデータ

に加え、全国各地の小売市場の客観的なキーワードで分析するため、Web サイトからもキ

ーワードを抽出した。これら抽出データは、キーワード選定ツールを用い、検索数の多い周

辺語、連想語などを探った。この結果を元に、販促、イベント、社会貢献など５つのカテゴ

リに分類し、一般の利用者に対し、集客に効果的なキーワードに関するアンケートを実施

し、その結果を本研究の 3 つ目の要素とした。３要素で頻出度が高いキーワードを各々選定

した後、対応分析し、小売市場の広報で効果的なキーワードを明らかにする。 
 
キーワード 
デジタル広報、小売市場、キーワード選定、SNS、テキストマイニング、対応分析 
 
1.はじめに 
特産品、地域の名産品などを発売する小売市場（こうりいちば）は、京都の錦市場、金沢

の近江市場、那覇の第一牧志公設市場など、日本全国に存在し、庶民の台所であり、観光名

所の場合もある。近年、施設の老朽化や事業主の高齢化で閉場になるケースも多々ある。

2024 年 3 月にも昭和が薫り漂うアーケード街「下高井戸駅前市場」が老朽化で閉場した。

人情味があり、ノスタルジーを感じる小売市場が１つ、68 年の歴史を閉じたのである1。 
施設の老朽化だけでなく、比較的、施設の新しい小売市場にも問題がある。本研究のヒア

リングでご協力いただいた協同組合秋田市民市場事務局の飯村稜氏は「顧客は 40 歳代以上

がほとんどで、若年層の集客がうまくいかない」と語る。このような背景から、小売市場の

定義と歴史、若年層の集客だけでなく、さらなる生活者や観光客の集客のためのデジタル広

報戦略の 1 つとして、本研究では、SNS 集客の効果的なキーワード選定に着眼する。 
研究の進め方として、秋田市民市場の運用する X（旧 Twitter）、同市場に対する Google 

Maps のコメント、キーワード抽出ツールから選定したキーワードを用いてアンケートを実

（査読付き研究論文）
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施し、得られたデータから効果的なキーワードを明らかにすることを目的としている。 
 
2.調査対象「小売市場」の概要 

2-1.小売市場の定義 

 小売市場は、生活者や観光客を主な顧客とした小規模事業者の集合体である。商品を大量

に仕入れて小売業者や業務用の顧客に対して販売するための卸売市場（おろしうりしじょ

う）とは異なる。小売市場は、農産物、海産物、食肉等を扱う小売業者の集合体である。谷

口 （1953）は、消費生活において、日々に需要される日用品を消費者に販売する市場を小

売市場として、東京都中央卸売市場の豊洲市場などの地方自治体の管理する卸売市場と区

別している2。また、池田（1986）は、小売市場を法的に規制している 「小売商業調整特別

措置法」(昭和 34 年 （1959 年）法律第 155 号)によると、小売市場とは、「一の建物であっ

て、十以上の小売商(その全部又は一部が 政令で定める物品を販売する場合に限る)の店舗

の用に、供されるものをいう」(同 法第 3 条 1 項)とあり、政令で定める物品とは野菜、生

鮮魚介物(同 法施行令第 2 条 別表 2)と規定されているとしている3。 
 小売業者の集合体である小売市場は、公設及び私設に区分できる。これを平野（1941）は、

「都市に於て主として日用食料品その他の最寄品を販売する市場であって、公共団体の経

営にかかるもの（公設小売市場）と、私営のものとがある（私設小売市場）が、場を小売商

人に賃貸して販売に従事せしめる制度になっている。」と定義付けている4。 
 
2-2.小売市場の成り立ち 

公設小売市場は、第 1 次世界大戦を契機とする物価騰貴、戦後不況による労働者の生活難

対策として、1917 年 4 月の大阪市以降、各地に食料品等の廉売を目的として開設された（朝

倉ほか、2001）5。私設小売市場は、大正中期の米騒動の後、生活必需品を安定的に安価で

提供するため、神戸市内各所で公設小売市場をモデルとして、私設小売市場が設立され、市

民の生活を支えた（久元 、2015）6。 
 研究対象の協同組合秋田市民市場は、1951 年 12 月に出展者親睦団体商栄会(現組合の母

体)として発足した。「小売商業調整特別措置法」(昭和 34 年（1959 年）法律第 155 号)施行

の 3 年後、1962 年 4 月に、協同組合朝倉市民市場と設立され、その後、協同組合秋田市民

市場へ名称変更される7。現在の小売市場は、官製の公設小売市場から始まり、法人格のな

い私設公設市場、その後、「小売商業調整特別措置法」施行により、法人格を持つ小売市場

として成長していった。 
 
2-3.小売市場の魅力と現状 

 小売市場は、小規模事業者の集合体であるが、個々の店舗はこだわり深く、職人気質で事

業を展開している。神戸市小売市場連合会（2023）は、「仕入れにこだわり店頭に並べる旬

の商品。スーパーなどにはない、こだわりの逸品で納得の本物の味をお勧めできる8。」と述

べている。東京都中央卸売市場（2023）は、「中央卸売市場から直接仕入れの専門小売店は、

多様化するニーズに応え、豊富な品ぞろえ、安心・安全なかつ対面販売ならではの豆知識も

商品とともに届けることができる9。」とアピールしている。 
ただし、これらの魅了に対し、前出の飯村氏は「物は良いが、高い」と語っていたように、

若年層の生活者は、近隣のデパートやスーパー、ショッピングモール等でのショッピングが

現状である。周知の通り、小売市場だけでなく、商店街など、中小小売業をとりまく経営環

境は、消費者の多様、個性的なニーズ、大型店の進出などにより悪化している。シャッター

商店街が代名詞ともいえるが、同じく対面販売方式の公設、私設小売市場の経営基盤は脆弱

化している。高齢化、それに伴う施設の老朽化も相まって再開発されるケースもある。 
1 つの例として、東京・京王線沿線にある「下高井戸駅前市場」は、2024 年 3 月に閉鎖さ
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れた。東西にさまざまな商店が並ぶ下高井戸駅前市場は、駅周辺に伸びる下高井戸商店街の

象徴ともいえる存在。1956 年に建てられた建物が残り、昭和レトロな雰囲気が漂っていた

（東急電鉄、2019）10。しかし、昭和の薫り漂うアーケード街「下高井戸駅前市場」が老朽

化で 2024 年 3 月末、68 年の歴史を閉じた。戦前から点在していた小売店が戦後にバラック

で再建され、1956 年に市場が開設され、建物はほぼ当時のままであったが、市場の跡地は、

世田谷区が駅前広場として整備する予定だ（東京新聞、2024）。 
 
3.先行研究 
 X（旧 Twitter）の投稿データを活用した観光地のキーワードを分析している先行研究は、

多数ある。本研究と同様に、X（旧 Twitter）をスクレイピングし、テキストマイニングで分

析したものである。ただし、現状では小売市場のデジタル広報を題材とした論文はない。 
X（旧 Twitter）などの SNS の投稿データを活用、テキストマイニングを行なう類似性あ

る先行研究としては、松本、井上（2020）がある11。下関市周辺で投稿された位置情報を含

めたデータ収集、抽出することで、知見を得る事を目的とし、新たな観光資源を探ることを

目的としており、従来の観光資源と比較すると、ツイートで多く見られるのは「SNS 映え」

するような写真が撮影できる「景観地」「食事」に関連するものであると結論付けている（松

本、井上、2020）。また、松本（2022）は、下関市全域（北緯 34.136,東経 130.924 を中心に

半径 26km）の観光情報の中でも、特に「カフェ」に関連する情報を収集し、観光振興の知

見となるか否か検討したものである。頻出語リストと共起ネットワークで、「コーヒー」「パ

ン」「パスタ」などのカフェで注文されることが多いメニューが上位に出現していると述べ

ている。研究手法として類似している12。 
柴田 、野津（2023）は、地方自治体の X（旧 Twitter）による観光客誘導に力を入れてい

る茨城県の観光アカウントの情報発信について、調査している。フォロワー数上位の大阪、

新潟、高知の三府県の投稿内容と対比し、茨城県のアカウントの改善点を考察している13。 
本研究は、これらの先行研究の X（旧 Twitter）へのスクレイピングとテキストマイニング

の手法に加え、Google Maps のコメント、アンケートの結果の 3 つ要素からキーワードを明

らかにしようとしている。また、先行研究は、頻出語や共起ネットワークを用いて論じてい

るが、本研究では 3 つの要素を対応分析によって、適切な投稿キーワードを探ることを目的

としている。 
 
4.仮説と調査方法 

4-1.仮説 
 本研究は、デジタル広報、特に X(旧 Twitter)の投稿を元に、日本全国に存在する公設私設

小売市場に効果的なキーワードを探ることを主な目的とし、秋田市民市場を事例にしてい

る。同市場の公式「X（旧 Twitter）」の投稿、Google Maps へ投稿された「生活者のコメン

ト」、秋田市近隣住民、秋田市民市場へ訪れたことのある観光客へのキーワードに関する「ア

ンケート結果」の 3 つ要素から対応分析（コレスポンデンス分析）を実施する。 
対応分析は、偏りの小さい項目は原点付近に、偏りの大きい項目は原点から遠くに布置さ

れる。互いに関連の強い項目は、原点からみて同一方向に布置される特性がある。この特性

を活かし、対応分析を実施することで、「効果的なキーワード」が発見できるのではないか

との仮説に基づき、実証していく。図表 1 のベン図の共通部分が「効果的なキーワード」で

あり、仮説となる。 
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4-2.「X（旧 Twitter）」の調査方法と結果 
 X（旧 Twitter）は、秋田市民市場の公式アカウントである「あきた市民市場メイト

(@ichiba_mate)」の投稿を Octopars（オクトパース）社14の Web スクレイピングツールを使

用し、スクレイピングした。スクレイピング期間は、2023 年 5 月 31 日から 12 月 3 日まで

とし、全 1389 ツィートをスクレイピングした。 
 スクレイピングで抽出したデ

ータは、テキストマイニングツ

ールである「KH Corder15」で分

析した。対応分析の処理前に、共

起ネットワークで X（旧 Twitter）
への投稿内容の傾向を確認した

ものが、図表 2 である。 
 図表 2 の X（旧 Twitter）投稿

のキーワードの共起が、「広報的

なキーワード」と「個店の広報」

の 2 つグループに分かれた。「広

報的なキーワード」は、秋田市民

市場の組合員である加入事業者

の商材及びサービスを表した特

徴的なキーワードである。図表

2内の点線①は、通販のグループ

として、全国発送等の「広報的キーワード」である。同②は、鮮魚や刺し身、日本酒等、商

品の限定品などの「広報的キーワード」である。同③は、X（Twitter）上での検索に対応す

るための店舗名、そして顧客へ感謝、挨拶などの接客、謝辞のキーワードである。 
一方、「個店の広報」に関しては、市場全体の広報ではなく、一部の市場加入店舗の広報

であり、特定の店舗に偏り、その投稿数が多いため、共起ネットワークでグループ化されて

いる。この点について、前出の飯村氏は、「仕入れの商品が旬の食材を扱っているか否かと

フレキシブルに投稿に協力できる体制があるか否かの違いがある」と述べる。それ故、投稿

数が多い傾向にある「個店の広報」が含まれている。 
図表 2 の共起ネットワークから、X（旧 Twitter）への「広報的なキーワード」は、主は市

場全体の通販及び通販の人気商品、そして投稿に協力的な店舗の取扱商品が主である。秋田

市民市場の X（旧 Twitter）への投稿の特徴が現れていることが理解できる。 
 
4-3.Google Maps の調査方法と結果 

 Google Maps に投稿されている秋田市民市場のコメントは、X（旧 Twitter）と同様に、

図表 2 秋田市民市場公式 X（旧 Twitter）の共起ネットワーク 

図表 1 仮説の概要 
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Octopars 社の Web スクレイピングツールを使用した。同ツールの Google Maps のコメント

スクレイピング機能を利用し、2023 年 12 月 3 日に 637 コメントをスクレイピングした。 
 Google Maps には、ネガティブなコメント多数投稿する悪意あるユーザーも存在するため、

スクレイピングしたデータのポジネガ分析を実施した。ポジネガ分析は、「Google  
Colaboratory16」へ形態素解析ツール「MeCab」17、Google が 2018 年末に発表した自然言語

処理モデル「BERT18」をインストール後に行った。その結果が図表 3 である。Positive（ポ

ジティブ）が 64.1％であるため、効果的なキーワードを調査するデータとしては、有効であ

ると考えられるため、対応分析に利用する。 
スクレイピングで抽出したデータは、テキストマイニングツールである「KH Corder」で

作成した共起ネットワークが、図表 4 である。ポジネガ分析で Neutral となった中立的キー

ワードは、図表 4 の①の「広報的キーワード」であり、図表 2 の③と同じく、X（Twitter）
上での検索に対応した店舗名である。 
図表 4 の②は、ポジティブなキーワードであり、X（旧 Twitter）などの SNS で効果的な

キーワードと考えられる。一方、図表 4 の③は、ネガティブなキーワードである。図表 3 か

らネガティブなキーワードは、16.3％であった。 
 

 

 
4-3.アンケートの調査方法 
アンケートは、2024 年 08 月 02 日から 8 月 16 日の 2 週間、クラウドワークスで実施し

た。アンケートの対象は、「秋田市近郊在住、秋田市へ旅行で訪れたことがあり、公設市場

や協同組合市場へ関心のある方」と限定対象として、全国の公設小売市場、私設公設市場の

例、市場に関心を持ってもらうための最適なキーワードやハッシュタグを特定し、より効果

的な広報活動を展開するための基礎資料とするアンケート主旨を記載し、回答者を募集した。 

秋田市の人口 29 万 6515 人（令和 6 年 8 月 1 日現在）19及び年間の観光客数 482 万 7710

人の合計 512 万 4225 人（令和 4 年）20を母集団とし、信頼水準 95％、許容誤差 5％として、

アンケート回答者募集人数を 400人とし、次節に述べるキーワードを選択する内容とした。 

 

4-4.アンケートのキーワード選定 
アンケートのキーワードは、秋田市民市場の広報的なキーワードに加え、図表 5 にある日

本全国の小売市場の Web サイトを Google など検索エンジンの順位をチェックするツール

「SEO チェキ！（せおちぇき！）21」を利用し、調査した。SEO チェキ！は、自らの Web サイ

トや競合サイトの順位や利用しているキーワードを調査できる無料の SEO22ツールで、長年

の実績もあるツールであり、各 Web サイト上の広報に活用しているキーワードの収集が可

図表 3 Google Maps のポジネガ分析 図表 4 Google Maps の共起ネットワーク 
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能である。同ツールの「キーワード出現頻度」機能を利用し、キーワードを抽出した。 

抽出したキーワードは、「ラッコキーワード23」を利用し、周辺語、連想語を検索した。ラ

ッコキーワードのアルゴリズムは、検索頻度の高いキーワードの抽出、共起語の取得用に開

発された特徴があり、Web マーケティングで活用される信頼性の高いツールである。この特

徴を活かし、SEO チェキ！で選定したキーワードから、連想語で調査した。その結果から検

索回数の多いキーワードをランキング化し、下位の同義語を削除し、さらに後述する質問事

項に合わせて分類した結果が図表 6 になる。また、市場独自の函館朝市「活イカ釣り」、釧

路和商市場の「勝手丼」となどの固有名詞を「B 級グルメ」に変更した。 

アンケートの質問は、選定したキーワードから類似性のあるキーワードをグループ化し、

質問を作成した。質問は複数回答形式で 5 問作成し、キーワード選定で見落とした可能性も

あるため、選択肢には自由記述の「その他」を設けた。図表 6 がアンケートのキーワードで

ある 56 キーワード中 18 キーワードを最終的に、対応分析で利用する。 

 

図表 6 アンケートの質問とキーワード 

 

 
4-5.アンケートの結果 

クラウドワークスで、2024 年 08 月 02 日から 8月 16 日の 2週間実施したアンケートであ

ったが、有効回答数は 293 回答であった。信頼水準 95％、許容誤差 5％として、アンケート

回答者募集人数を 400 人としていたが、許容誤差 6％となった。 

アンケートから得られた上位のキーワードは、図表 7 である。質問事項に「食べ歩き」の

キーワードが「Q3.市場内で飲食できる場合の投稿」と「Q4.市場のイベント情報の投稿」に

図表 5 キーワード選出に利用した小売市場サイト 
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含まれていたが、どちらの質問でも上位となった。自由記述形式の「その他」への回答はな

かった。 

 
 

5.要素の分析 
5-1.分析データの整理 
対応分析の実施前に、データの整理を行った。図表 2 の「公式 X（旧 Twitter）の共起ネ

ットワーク」では、「個店の広報」の頻出度が高く共起している。また、秋田市民市場、台

所もキャッチフレーズとして、使われているキーワードだ。店舗名等の固有名詞を除外キー

ワードとした。図表 4「Google Maps の共起ネットワーク」も図表 2 と同じく、秋田市民市

場の固有名詞があり除外キーワードとした。「行く」、「思う」などの動詞であるため、削除

することとし、KH Corder の分析時に、除外キーワードとして登録する。 

図表 7「アンケート結果から選定された上位キーワード」は、回答数を出現頻度数として、

テキストファイルをキーワードの回答数分を単語でコピーし、データを作成した。また、18

キーワードのみの選定であるが、「食べ歩き」は合算し、17 キーワードとした。 

公式 X（旧 Twitter）と Google Maps を含めた全キーワードをランキング化したものが、

図表 8 になる。「丼」は釧路和商市場の「勝手丼」と同じく、秋田市民市場に「のっけ丼」

があるため、「B 級グルメ」に置換した。その他、「期間限定→限定」、「鮮度抜群→新鮮」へ

置換し、データ整理を行った。その結果、X（旧 Twitter）、Google Maps のコメント、アンケ

ートの全要素に含まれ、上位となったキーワードが「B 級グルメ」であった。秋田市民市場

の X（旧 Twitter）を除くと、Google Maps のコメント、アンケートの 2 要素に含まれる「酒」、

アンケートの「食べ歩き」が上位となった。 
   

 

図表 8  アンケート結果から選定されたキーワードランキング 

図表 7 アンケート結果から選定された 

上位キーワード 
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5-2.対応分析の結果 
 図 9 が対応分析の結果である。対応分析は、偏りの小さい項目は原点付近に、偏りの大き

い項目は原点から遠くに布置される。これを加味し、公式 X（旧 Twitter）、Google Maps、

アンケート結果の３要素の関係性が弱いことがわかった。 

公式 X（旧 Twitter）は、「広場」「米」「酒」などの用語と強く関連している。Google Maps

は、「スーパー」「観光」「鮮魚」「果物」といったカテゴリに近い位置にあり、口コミではこ

れらの用語が頻繁に使用され、重要視されていることを示している。 

アンケートの結果は、キーワードのみで、文脈はない。しかし、17 キーワードと頻出語

数から「情報」「名産」「食材」「地元」などのキーワードの関連が強く、文脈も推察できる。 

近接キーワードは、3 要素のグループからの距離はあるが、「B 級グルメ」は原点に近くに

プロットされている。偏りの小さい項目は原点付近にプロットされるのが、対応分析の特徴

である。その他、「限定」、「食材」、「新鮮」が原点付近にプロットされており、これら 4 つ

のキーワードは、3 要素の中でも偏りが小さいため、3 要素の共通のキーワードといえる。 

 

5-3.考察 
 公式 X（旧 Twitter）、Google 

Maps、アンケート結果の３要素

の関係性は弱い。公式 X（旧

Twitter）の運用は、小売市場の

業務形態が起因している部分も

ある。飯村氏のヒアリングも含

めて、小規模事業者の集合体で

あるため、取り扱い商材は多く

とも、各店舗で営業形態は異な

り、広報活動も個々の思いがあ

る。このような背景から、一般的

なキーワードだけでなく、店舗

名などの固有名詞のキーワード

の偏りがあると考えられる。 

Google Maps は、近隣住民、特

に観光客の感想である口コミだ。

感想だけでなく、目当ての商材やサービスも盛り込まれている。お客様の声を聞いて事業を

改善する話は耳にするが、キーワードの選定も顧客の口コミなどから選定するのも 1 つの

手である。 

アンケートは、その結果をキーワード頻出数でデータを作成したものである。対応分析を

実施することで、17 キーワードの関連語から文脈を生成し、グループ化されている。効果

のあるキーワードを検索し、周辺語、連想語から効果のあるキーワードを見出し、SNS へ投

稿することも可能である。 

近接キーワードでは、原点近くにある「B 級グルメ」が 3 要素で最も偏りがない。対応分

析の特性を考えると、3 要素の共通キーワードであり、「効果的なキーワード」とも推察で

きる。アンケートの結果である図表 8のキーワードランキングにも上位にある「B級グルメ」

を中心に、対応分析の原点に近くにプロットされている「限定」、「食材」、「新鮮」のキーワ

ードと併せて投稿することが、「効果的なキーワード」となる可能性もあると考える。また、

「限定」、「食材」、「新鮮」のキーワードと関連性のあるキーワードを Google Maps、アンケ

ートから、共起ネットワークを作成し、関連するキーワードの関係性を確認し、投稿内容を

考察することも可能ではないかと考える。 

図表 9 対応分析の結果 
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6.まとめ 

本研究では、3 要素から効果的な複数の共通キーワードを見つけるには至らなかった。し

かし、近隣キーワードから対応分析の原点近くにプロットされるキーワードである「B 級グ

ルメ」は、偏りの小さい「効果的なキーワード」であり、その他、原点付近にプロットされ

た「限定」、「食材」、「新鮮」を基軸に投稿内容を考察し、投稿することで、効果的な投稿が

可能であると推察できる。 

今後は、今回で発見したキーワードを用いて、効果測定を行ない実証していきたいと考え

る。また、小売市場の SNS 運用に関する組織体制、そして今回は秋田市民市場の投稿を題材

に研究したが、複数の市場も本研究の結果と合わせて、複合的に研究を継続していきたい。 
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